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紫外・可視スペクトル測定における透過型国体試料の作製とその応用( I ) 















1 )璃瑞乳鉢で紛状にする 2) 200 メッシュのフルイにかける 3) 150 'Cで 6
時間乾燥する 4) 錠剤成型器・錠剤成型用プレスで錠剤を作製する 5) 錠剤を錠剤ホ
ルダーにセットし、目立製u- 2 000 形ダブルビーム分光光度計で測定する。
また、錠剤作製作業は室温 22"-'25 'C、湿度 43"-'45%の環境で作製した。
2. 応用技術の開発
右図に示したアゾ色素化大環状化合物(色素)と 5 種類のア








色素 0.257mg(6.01 X 10- 6mol) と 1 0 倍量の LiCIO.127mg(5.99X10→mol) を




:t 0.05mg) で合成した。但し、 Cu2+イオン錯体の振トウ時間は 1 時間。
2-2 色素の固体試料作製(錠剤成型条件:脱気時間 5分、圧力 500kg/cm2、加圧脱気時間 5分)
色素 0.258mgを微量天秤で秤量し、化学天秤で秤量したKBr 150.1mg と共に璃瑠乳
鉢で混合 (2.01 X 10-3mol/150mg KBr) した後、室温で 24 時間、真空乾燥した。引き
続きその混合物の中から 14.7mgを秤量し、 KBr 135.5mg と共に璃瑞乳鉢で混合 (2.01
X 10-4mol/150mg KBr) した後、錠剤成型器に入れ錠剤を作製した。
2-3 各金属イオン錯体の固体試料作製(錠剤成型条件:脱気時間5分、圧力500kg/cm2、加圧脱気時間5分)
2-1で合成した Li+イオン錯体 0.257mg に KBr 150.1mgを混合 (2.00X 10• mol/ 
150mg KBr) し、室温で 48 時間、真空乾燥した。引き続きその混合物の中から 14.6mg
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ゼン環 π → π*遷移 (B吸収体)に基づく
波長 438.0nm(溶液)、波長428.0nm
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